
平成２7年度　佐賀市立久保泉小学校　学校評価結果

　

　

（めざす児童像）
　　○かしこい子　         　・意識を持って学習に取り組み，確かな学力を身につけた子
　　　　　　　　　　　　   ・自分の考えを表現できる子
　　　　　　　　　　　   　・家庭学習や読書の習慣が身についている子
　　○やさしい子               ・思いやりの心を持ち，友達と仲良く活動する子
　　　　　　　　　　　  　 ・よいことを進んでする子
　　　　　　　　　　　  　 ・きまりやマナーを守る子
　　○たくましい子　     　 ・めあてを持って最後までがんばる子
　　　　　　　　　　 　　 ・元気に気持ちよいあいさつができる子
　　　　　　　　　　　 　 ・健康で安全な生活を実践できる子

３　本年度の重点目標

領域 評価項目 評価の観点
（具体的評価項目）

具体的方策 担当 成果と課題

●学力向上１
学力向上と学
習習慣の定着

・算数科において，児童
の発達段階に合った「思
考力」「表現力」を育成
する。
・校内研として授業研究
を進め，互いの実践を交
流する。
・基礎・基本の充実を図
る。
・スキル習得のため，の
びるタイムを充実させ
る。
・「思考力」「表現力」
育成のため，すくすくテ
ストを充実させる。
・雄飛メソッドを推進さ
せる。
・家庭学習目標時間を意
識させ，家庭学習の充実
を図る。
・ノート指導を徹底す
る。
・「家庭学習の手引き」
作成と保護者への啓発

確かな学
び部（研
究主任）

A

・算数科において，児童の発達段階に合った「思考
力」「表現力」を育成する『学び合い』の進め方を校
内研として研究を進めてきた。これまで培ってきた学
び合いを基盤として，授業の流れや形態を工夫して，
研究を進めた。
・算数科における二極化の解消や個に応じた支援を行
うために，３年生以上では少人数授業，１･２年生では
T.T授業を行った。
・思考力育成のために，具体的な操作活動に取り組ま
せたり，具体物や半具体物を提示したり，電子黒板を
効果的に活用したりすることで，児童が課題をよりイ
メージして考えることができるようになった。
・以上の三点を研究の視点の中心に据え，授業研究会
を全学年を行うことができた。
・市販テストでは，二極化の解消を図ることができて
きた。また，全領域で全国平均を超えることはできな
かったが，概ねクリアーすることができた。特に，技
能と知識・理解はほぼ上回ることができた。
・雄飛学園連携により「家庭学習の手引き」を作成
し，「学びの強化週間」の実施時期とあわせて，保護
者への啓発と家庭学習の充実を図ることができた。

（成果）
・学習過程の工夫を図ることで，子どもたちが見通しをもって主体的に授業を進めるようになっ
た。また，本時のめあてを子どもたちに考えさせることによって，何を学習するのかがより明確
になった。
・少人数やＴＴの授業形態を取ることで，「どんどんコース」は子どもたちが主体的に学ぶよ
う，教師は補助的役割に立つことが多かった。「ゆっくりコース」では，めあてをしっかりつか
むまで既習事項をじっくり振り返ったり，一人一人にヒントを出したりしながら自分の考えを持
つまでの時間を大切にした。個の実態に合わせた教材や教具，ワークシートを準備することで滞
りなく学習活動を進めることができた。
・具体物や半具体物，図や数直線など思考の助けとなる教材を工夫することで，課題に対するイ
メージが浮かび，関心が高まり理解につながった。
・ＩＣＴの効果的な利活用では，問題を視覚化したり動かしたりすることが子どもの視覚に訴え
効果的であった。また，書画カメラによってノートが電子黒板に提示されることで子どもたちが
考えを説明するのが容易になり，聞いている子どもたちも理解しやすくなった。
(課題）
・授業の後のほうになると時間が足りなくなることが多かった。時間配分の工夫が必要である。
・学び合いの形態と内容をはっきりさせる必要があり，思考だけでなく，表現に対する支援が必
要である。
・個人差に応じての準備が難しいため，デジタル教科書だけでなく，パワーポイントやインター
ネットの有効活用などより効果的なデジタル教材の準備が必要である。
・学習習慣や学習規律の指導が必要であるとともに，子どもたちの実態から，特別支援部会との
連携が重要である。
（改善策）
・校内研究の実践を継続して全職員の共通理解の下で行い，児童の思考力や表現力を伸ばす取組
をしっかりと考察していく。
・児童が表現したり，思考したりする場面を授業の流れの中に的確に設定することで，経験を積
ませて抵抗感をなくさせていく。

●学力向上２
読書活動の充
実

・読書活動を活性化させ
るイベントや企画，各教
科との関連図書のタイ
アップ活動をする。
・家庭と連携（まなざし
カードや「雄飛学園メ
ソッド」，家庭学習等）
して，家庭での読書の習
慣をつける。
・「図書館クイズ」を増
し刷りして，図書館に常
備する。

確かな学
び部（図
書館教育
担当）

A

・貸出冊数は38284冊となり，昨年度より
4475冊増えた。一人平均貸出冊数は２29冊
で，年間目標達成率は約９8％となった。
・新しい本を購入して図書館便りや掲示板等で
全校にお知らせしたことにより，多くの児童が
図書室に通うようになった。
・「まなざしカード」配布の１週間は，担任の
声かけ等もあり，家庭での読書がだいたいでき
てが，家庭での読書は，習慣化までには至って
いない現状である。

（成果）
・全校一人平均が２００冊を超えたことはすばらしい結果と言える。
・「まなざしカード」のチェック項目に入れてもらったことにより，家庭での読書を意識するようになっ
た。
・「貸し出しスタンプカード」の導入により貸出数が増えた。
・新しい本には，やはり魅力があり，たくさん購入したことにより，多くの児童が図書室に足を運ぶよう
になった。
（課題）
・本への親しみは増したが，「本を読むことは嫌いではない」が，「休み時間は他のことをしたい」と考
える児童が多い。図書室に行く時間をどう確保するかが課題と考える。文字量が多くなる高学年向けの本
を敬遠しがちな児童もいる。
・貸出冊数に意識が向きがちになり，早く読み終えることができる本を選ぶ児童が見られた。
・選書が同じジャンルの読みやすい本に固定しがちである。
・授業での計画的な図書館活用ができなかった。
（改善策）
・ボランティアの方にだけ任せるのでなく，担任等による読み聞かせに取り組んだり機会を捉えてブック
トークや読書30選の紹介を行ったりすることで，読書の質を上げる。
・週末の本持ち帰りの放送を当番にして，持ち帰りを意識化を高める。
・教科書が変わったので図書館活用の年間計画を修正することで，国語科だけではなく，他の教科でも図
書室の活用を勧める。

教
育
活
動

ITC利活用教育
の推進

ITC利活用教育へ
の教職員のスキ
ルアップ

・「情報教育推進リー
ダー」を中心に，機器の
取り扱いや，授業での活
用，児童への指導方法な
どの体験的な職員研修会
を行う。また，必要に応
じては，講師を招いて，
ＩＣＴ利活用教育の目的
や内容，情報モラル等に
ついての研修会も実施す
る。

確かな
学び部
（情報
教育担
当）

A

・どの学年でも，毎時間のように電子黒板を活
用し
ていて，授業での利活用ができている。デジタ
ル
教科書の導入により，簡単な操作での資料の提
示，図やイラスト等の提示を通して視覚的に児
童に興味付けできるようになった。また，特別
教室などでの活用も実施されている
・校内研でもICT利活用の視点を設け，授業研
究会でもICT利活用の研修を行った。
・どの学年でも活用できていることや多忙化の
ため，ＩＣＴ利活用に関する身に研修が少な
かった。
・職員研修で情報モラル教育の必要性を確認
し，４年生以上では情報モラル教育を実施し
た。

（成果）
・ＩＣＴ利活用において，授業での利便性やスキルアップの必要性を感じて，意識
化をはかることができた。ほとんどの教諭が，これまで以上に，ＩＣＴ機器を活用
して，毎時間のように授業を行うことができた。
・職員研修で情報モラル教育の必要性を確認し，４年生以上では情報モラルの授業
を実施することができた。
（課題）
・電子黒板の使用に関してのミニ研修会の回数が少なかった。
（改善策）
・授業で活用できているので，さらにミニ研修を増やし，効果的な利活用の研修を
行う。
・職員研修の場で情報モラル教育の必要性をさらに確認し，これからの情報化社会
を健全に生きていくための情報モラル教育の充実を図る。

領域 評価項目 評価の観点
（具体的評価項目）

具体的方策 担当 成果と課題

学
校
運
営

○小中連携

雄飛学園構想
に基づいた小
中連携教育の
推進

・雄飛メソッドに基づい
て，学習習慣，規範意識
の定着に向けて共通した
取組を推進する。
・学力向上，生活指導，
教育相談，特別支援教
育，人権･同和教育の各部
会で，三校で情報交換を
したり，合同研修会を
持ったりする。

教務主任 Ａ

・新しく赴任した教員に第１回目の雄飛学園研修会を
通して目的と経緯を説明し，これまでの取組の成果と
課題を確認した。また，今年度の３校の職員同士の顔
合わせを定期的に行った。
・雄飛学園教育構想としての「確かな学び部」「すこ
やかな育ち部」「豊かな心部」の３部会に分かれて話
合いを持ち，３校共通した取組についてより具体的な
内容の話合いができた。
・教育相談部が中心となって，夏期休業中に，スクー
ルカウンセラー黒木先生を講師として招き研修会を催
した。講演後，小グループに分かれて課題について
ロールプレイをして小中９年間を見通した生徒指導に
ついて共通理解を図ることができた。
・全職員で金泉中学校，金立小学校の研究授業を参観
し，今後の指導に参考になった。
・「確かな学び」からの提案で，「雄飛学園まなざし
カード」をもとに３校の学校と保護者が共に育ててい
く共通項目を実施した。
・雄飛学園メソッド（３校小中一貫した学習規律や規
範意識確立の方針）を保護者に配布した。また，雄飛
学園合同研修会で雄飛メソッドに沿って，各校の取組
を情報交換し，共通した取組や参考にする取組を話し
合った。

（成果）
・全校遠足での交流，５年生の宿泊学習，６年生と中１との交流など，年間の交流が，内容を工
夫することで，よりお互い知り合うことにつながった。
・雄飛学園合同研修会で，５月に立てた各部会ごとの計画に沿って統一した取組を進めたこと
で，家庭への啓蒙も進み，子どもたちの自立や学習習慣の定着などが昨年度よりも高まった。来
年度も継続して取組，さらに高めるための手立てを考えていきたい。
・雄飛学園コーディネーター会で話し合ったことが，うまく各部会につながったと思う。
・学期に１回の雄飛学園「学びの強化週間」の設定で，３校みんなでやっているという意識が保
護者や児童に浸透してきた。小中で兄弟のいる家庭は，そのつながり方まで認識していただけた
と思う。まなざしカードの結果からも自学や読書などの家庭学習の仕方がだんだん定着してきて
いるのがわかった。今後もさらに質を高めたい。
（課題）
・家庭教育の手引きとしての「雄飛学園メソッド」の定着がうまく浸透していない。学校と家庭
が協力しての進展をさらに期待する。
（改善策）
・今後も，具体的活動を一緒に取り入れて活動することで，よりつながりを深めていく。
・各部会での九通理解を確かなものとして，来年度も引き続き，共通理解を図りながら継続した
取組を行う。

領域 評価項目 評価の観点
（具体的評価項目）

具体的方策 担当 成果と課題

３　目標･評価

具体的目標

１　学校教育目標

　元気あふれる学校
　　～夢を持ち進んで学ぶ，心やさしい子どもの育成～

評価及びその理由

②雄飛学園の教育を推進する

③命と人権・同和教育を推進する

具体的目標

①学力向上を図る

評価及びその理由

・「確かな学び部」
「すこやかな育ち
部」「豊かな心部」
の３部会各々で各校
の担当者間の連携を
深め，学力面と生活
面，心情面の視点か
ら合同の研修や授業
研究会を定期的に
行ったり，学習習慣
や規範意識を身に付
けさせる取組を行っ
たりして雄飛学園構
想の基盤をより強く
する。

具体的目標

・『学び合い』の
考え方を基盤とし
て，「思考力」
「表現力」を伸ば
す授業を行う。
・算数科で，市販
テストの３分の１
の単元で全員７０
点以上を目指す。

教
育
活
動

評価及びその理由

・個人の貸し出し
数を低学年120
冊，中学年100
冊，高学年80冊
以上で，８０％達
成を目指す。ま
た，家で読書をす
る習慣をつける。

・教員のＩＣＴ利活
用指導力（教材研
究，授業，児童，情
報モラル）の向上を
図り，実践的な教育
活動ができるように
年３回以上職員研修
を実施する。

２　学校経営ビジョン

（めざす学校像）  「あたたかさに満ちた元気あふれる学校の創造」
 　  ・子どもの学ぶ意欲を高め，学力の向上をめざす学校
　   ・子ども自主的な活動を促し，がんばりを認める学校
 　  ・子どもの良さを見つけて賞賛し自己肯定感を高める学校

（めざす教師像）「たゆまぬ自己研鑽」
・子どもを温かく認め，ともに汗を出す教師
   【師弟同行】
・子どもの個性を見取り，一人ひとりのよさや持ち味を生かす教師
   【卒琢同機】
・自分を磨き，情熱と使命感を持った教師
   【率先垂範】

４　前年度の成果と課題

①学力向上を図る。
　・思考力や読解力，コミュニケーション能力を高める。
　・校内研究に「学び合い」を取り入れ指導法の改善を図
る。
②雄飛学園の教育を推進する。
　・開発的生徒指導（出番・役割・承認）を推進する。
　・幼保小連携や９年間を見通した小中連携を推進する。
③命と人権・同和教育を推進する。
　・一人ひとりの子ども理解と心の教育を充実させる。
　・特別支援学級の子どもへの支援体制を強化する。
④３つの「あ」（あいさつ・あんぜん・ありがとう）の推進
⑤子どもへのまなざし運動と市民性を育む教育を推進する。
 　・活動や行事の中で子どもの出番を広げていく。

・前年度は「学力向上と学習習慣の定着」「読書活動の充実」「読書活動の充実」「ＩＣＴ利活用教育への教職員へのスキルアップ」「雄飛学園構想
に基づいた小中連携教育の推進」「人権教育の充実」「本年度の学校教育・経営ビジョン・重点目標の周知徹底」「危機管理体制の整備」において，
確かな成果をあげることができた。しかし，すべての児童や保護者の意識や行動を改善するまでには至っていない。また，「基本的生活習慣の育成」
「特別支援教育の充実」「環境教育の充実」など，それぞれに取り組みを行い，改善を図ったもののまだまだ課題等がある。全職員で共通理解を持
ち，協議・検討実践する必要がある。
・学校評価として，取り組むべき評価項目であるかどうかを学校評価検討委員会で論議した。雄飛学園教育構想における三部会や校務分掌担当者によ
る実践状況の振り返り（成果や課題等）の報告を通して，教職員全体への周知徹底を行うことができた。また，評価項目についての全体的な総括を行
い，その都度，改善や修正を行うことができた。年２回行った保護者や児童のアンケートについては教職員全体で協議し，見直し等を行うことができ
た。
・課題としては，学校教育目標の具現化を目指して，児童自らが意欲や課題を持って基礎学力や学習習慣を身に付けさせていく手立ての構築に努めて
いかなくてはならない。自分の目標に向かってめあてをもって努力していくように，児童が安全に安心して学んでいける教育環境の充実を図る必要が
考えられる。



基本的な生活
習慣の確立

・こまめに（２０分休
み・体育の後・昼休み
の後・掃除の後など)
手を洗う習慣を身につ
けさせるために，強化
週間を設ける。
・まなざしカードを
使って，実態を把握
し，リズムある生活を
身につけさせるため
に，学級指導を行う。
(学期に１回)

B

・給食前の手洗いはもちろんだが，運動場など外から
教室へ戻ってきたとき，体育の授業のあとなど，よく
手を洗うようになった。手洗いの習慣化ができている
ように感じる。
・健康委員会を中心に，手洗いの大切さ，手洗いの方
法などを呼びかけたり，ポスターにして手洗い場に掲
示したりするなど，手洗いに関して広報を心がけた。
・健康フェスタを開催し，そのなかで正しく手洗いが
できたかどうかチェックできるようなコーナーを設け
た。コーナーにはほとんどの児童が訪れ，自分の手洗
いの状況を確かめていた。
・健康委員会の主導で，手洗い週間を設け，全校児童
に向けて手洗いをしようと呼びかけを行った。
・手洗いに関して様々な取り組みを行ったが，年間を
通じて取り組むといったことができなかった。

《成果》
・手洗いに関して様々なイベントや取り組みを行った結果，多くの児童は，手洗いは大切である
といった意識を持つことができている。
・学校の中では，多くの児童に手洗いをする習慣がついている。
《課題》
・手洗いに対する意識は高まっていても，自宅に帰った後もこまめに手を洗っているかという
と，そうではない。帰宅後もこまめに手を洗う習慣をつけさせることが課題である。
・洗った手をどこで（何で）拭いているか…自宅から持ってきたハンカチやタオルで拭いている
児童は小数である。まずは，ハンカチやタオルを持ってこさせること，そしてそれを使って手を
拭かせることが必要である。
《改善策》
・学校でも自宅でもきちんと手を洗うために，手洗いが大切であるということをさらに意識させ
る必要を感じている。朝の健康観察時に，自宅ではどうだったかを振り返らせるような時間を設
けるのも一案である。
・まなざしカードを記入するときに，手洗いについてはどうだったかといった項目を設けるよう
にする。
・ハンカチやタオルを持ってくるように呼びかける。保護者にも協力をお願いする。
・朝の健康観察時に，ハンカチやタオルを持ってきているかどうか尋ねる時間を設ける。

体力の保持増
進

・マイペースマラソン，
縄跳び運動（短縄，長
縄）を全校的に実施する
期間を設ける。
・自分の体について知る
期間を設ける…健康フェ
スタ（仮称）

B

・「走ろう歩こう会」に向けて，体育委員会の呼びか
けということでマイペースマラソン週間を設けた。積
極的に走ることができるよう，発達段階を考えた周回
数記録カードを作って配布した。
・マイペースマラソンの後，周回数を集計し，全校に
知らせるようにした。
・健康フェスタを開催について…学年別に参加するこ
とができるように，曜日を指定するような開催をし
た。
・健康フェスタの開催を広報し，できるだけ多くの児
童に来てもらうようにした。

《成果》
・自分の体について知ろうという意識が持てた。
・手洗いの正しい方法を考えるきっかけとなった。
《課題》
・さまざまなイベント等に一度に多くの児童が参加し，会場が騒がしく落ち着かない状況になっ
た感じがある。
《改善策》
・会場を分散するなどして，一度に多くの児童が参加しないような方策を採る。

●心の教育１
人権教育の充
実

・月１回全校で参加体験型の
人権教室を開く。
・人権週間を１２月に設定し
て人権学習を行い意識を向上
させる。
・いじめアンケートの結果を
職員で共通理解しながら該当
児童やクラスへの指導に生か
す。

豊かな
心部
（人
権・同
和教育
担当）

A

・人権週間を１２月に設定して人権学習を行い，意識
の向上を図り，折に触れて子どもたちに人権を高める
意識づけできている。今年度は，この時期に他学年児
童との交流も図れるように「ぽかぽかの木」を掲示
し，互いのよさを「承認カード」に書いて木の実を実
らせていく活動も行った。学年の枠を越えた心温まる
交流ができ，人権意識の向上にもつながった。
・年間を通しての月１回全校で参加体験型の人権教室
を開いて，常に自己を振り返って人権感覚を意識でき
るようにしている。月の担当もきちんと振分けができ
ている。
・いじめアンケートは月１回確実に実施できている。
いじめアンケートの結果を該当児童やクラスへの指導
に生かしている。アンケートで気になる事案に関して
は，早期に対処して，児童や保護者に安心感を抱かせ
ることができている。

（成果）
・思いやりにつながる「ぽかぽかことば」を使う児童が多い。
・学年当初に比べ子どもたちの表情が優しく明るくなってきて，全体的にいい雰囲気ができている。
（課題）
・とげとげ言葉を使う児童が時折いる。
・いじめに発展しそうなトラブルが時々ある。
・個別の支援が必要な児童がいる。
（改善策）
・月１回全校で参加体験型の人権教室を続け，振り返りで書いた児童の作文に担任がよく目を遠し，作文
掲示を続けていくことで，人権意識を高め，とげとげ言葉を使わない環境づくりを行う。
・人権教室だけでなく，各教科の学習等でも，場面課題のロールプレイなどをして，場面に応じた人との
係わり方を学習させるようにする。
・個別支援の必要な児童についても，生徒指導協議会の場で全職員共通理解を図るようにし，様々な場
面で全職員が支援にあたれるようにする。

●心の教育２
特別支援教育
の充実（支援
体制強化）

・交流学級と連携を密
に行う。
・発達障害についての
理解を深める研修を行
う。
・支援会議を計画的に
開催する。
・保護者向けの研修会
（講演会等）を開催す
る。

豊かな
心部
（特別
支援教
育担
当）

A

・生徒指導協議会の特別支援教育の中で，障害理解の
ための研修の機会を持ち，在籍する児童の指導と支援
に生かすことができた。また，全職員で情報交換を行
い，共通理解を図ることができた。そのことにより，
担任だけでなく，級外や生活指導員の先生方も必要に
応じて支援に入ってくださり，支援体制が強化でき
た。
・専門家チームの巡回指導を受けることができ，障害
の特性や場面対応等について理解を深めることができ
た。
・発達障害についての理解を深める職員の研修会を
「雄飛学園の研修会」で実施し，小学校と中学校の共
通理解も図りながら充実した研修会ができた。
・「雄飛学園の研修会」では，支援を要する児童につ
いて情報交換を行ったり，授業研究会に参加して協議
を行ったりして,授業研究会に参加して協議を行ったり
して，小中の連携を図ることができた。

（成果）
・校内支援委員会・支援会議は，計画していた以外にも必要に応じて開催され,校内支援体制を協
議し実施することができた。
・支援学級以外の児童においても，個別知能検査やを基に児童理解を深めることができた。
・「雄飛学園研修会」では，発達障害についての理解を深める職員の研修会を実施したり，支援
を要する児童について情報交換を行ったり，授業研究会に参加して協議を行ったりして小中３校
のの連携を図る
ことができた。
（課題）
・保護者向けの研修会が開催できなかった。来年度は，是非実施したい。
（改善策）
・保護者対象にどんな形で障害の現状等を知らせていくのかについて校内特別支援委員会等で検
討し，具体的な計画を立てて実施する。

領域 評価項目 評価の観点
（具体的評価項目）

具体的方策 担当 成果と課題

基本的生活習
慣の育成

・毎月のめあてを月に
１回ふり返らせる。
・時計やチャイムに気
をつけさせ，時間に
なったら席に着くよう
にさせる。

B

　・互いが気持ちよく進んで「おはようございます」
などの挨拶ができるようになってきた。返事は，進ん
でできる子と声掛けが必要な子がいる。
・チャイムの合図は，９５％ほどの児童が守れるよう
になっている。チャイム後の着席は，ほとんどの児童
ができている。
・基本的な生活習慣の確立が，全校的な落ち着きが感
じられる学校の雰囲気を作り出している。

（成果）
・遠くからでも自主的に気持ちの良い挨拶ができるようになってきた。
・チャイムに関わらずに，時間を意識して行動できるようになってきている。
（課題）
・はっきりした声で，児童自ら「気持ちのよい挨拶」がまだまだできていない。
・自分の意思を伝えるための「はい」「いいえ」などの返事を自分から進んでしようとする態度
を育てていく必要がある。
（改善策）
・朝や帰りのあいさつ以外で，人より先に進んですると気持ちがよくなる挨拶について自分で考
えさせ，取り組ませるようにする。
・自分から進んで「はい」「いいえ」と返事ができるように練習する。

学習習慣の育
成

・宿題をきちんとして
いるか担任で毎日
チェックする。
・掲示している基本的
な話型・聴型を活用し
て指導する。

B

・９５％以上の児童が毎日の宿題に取り組み提出する
ことができている。
・各学級の中に数名は話す人の方を向くことができず
に，集中して聴くことが難しい児童がいる。
・発表するときには，「です」「ます」で言えるよう
になってきた。

（成果）
・毎日の宿題を忘れずに取り組み，確実に提出しなければならないという意識が育ってきた。
・自分の考え最後までしっかりと発表できる児童が増えてきた。
（課題）
・最後まで人の話をしっかりと聞くことができない児童がいる。
・取り組んだ宿題を忘れずに持ってくることができない児童は学級の中で決まっている。。
（改善策）
・学校からの連絡等をしっかりと伝え，家庭にも協力してもらい，毎日の学習道具の準備を徹底
させる。
・事前に話し手の方を体ごと向き，静かに最後まで話が聞けるように繰り返し指導する。

教
育
活
動

○危機管理体
制

危機管理体制
の整備

・地域との連携を密に
して安全マップを刷新
して活用する。
・一斉下校時に安全に
ついて話をする。
・黄色い帽子と防犯ブ
ザーの携行を一斉下校
時にチェックし，全学
級で指導する。

すこや
かな育
ち部
（生徒
指導主
任），
教頭

A

・名前札，黄色い帽子，防犯ブザーの携帯等について
は，一斉下校時はもちろん，全校朝会など，全校児童
が集まる時に必ず確認をするようにした。
・全校朝会の時に，三つの「あ」に関連して生活のめ
あてについて話すようにした。
・安全マップを活用させ，「１１０番の家」の所在を
明確に伝えた。
・全校一斉の下校の際に，名前札や防犯ブザーの着
用，チェックを確実に行っている。
・自転車に乗る際には必ずヘルメットをかぶることを
義務として定着させた。

《成果》
・自転車に乗る際のヘルメット着用はＰＴＡの協力の下，義務としての定着がしっかりとできて
きている。
・名前札，黄色い帽子，防犯ブザーの携帯等については，児童も高い意識を持っている。
・三つの「あ」については，どの児童に尋ねても意味を答えることができる。
《課題》
・名前札，黄色い帽子，防犯ブザーについて，ごくわずかであるがなかなか改善しない児童がい
る。
《改善策》
・名前札，黄色い帽子，防犯ブザーについては，保護者にもその大切ななどを話し，携帯するよ
う声かけをしてもらうよう依頼をする。

領域 評価項目 評価の観点
（具体的評価項目）

具体的方策 担当 成果と課題

教
育
活
動

○特別活動１ 児童会活動の
充実

・議題箱の活用につい
て，集会や放送で呼び
かける。
・代表委員会で決まっ
たことについて運営委
員が中心となって全校
児童が活動しやすいよ
うに伝える。
・一人一役の出番・役
割を持たせ，頑張った
ことを承認する。

すこやか
な育ち部
（特活主
任）

Ｂ

・代表委員会の前には，クラスや委員会からの提案が
多くあり，その提案をもとに代表委員会を開き，学校
生活を楽しく送るための活動ができている。それぞれ
の学級等の実態を把握していくことで，要望等に応
え，全校的な高まりにつなげることができた。
・代表委員会には学級の担任も必ず参加することで，
代表の児童が安心かを持って参加できている。

（成果）
・全体的に運営委員会や各委員会はよく活動できていた。児童アンケートでも，９５％程度の児童が，よ
く取り組めていると感じている。体育大会やいずみ祭などの大きな行事の取組の中で「承認メッセージ」
として，よくできたことや頑張ったことを機会あるごとに児童に伝えてきた。一人ひとりに出番・役割を
持たせ，できばえを承認して達成感を味あわせることができたと考える。
・高学年になると委員会の活動にも慣れ，自主的に企画・運営に取り組むことができるようになってき
た。そのため，それぞれの行事を教職員とともに円滑に進めることができた。
・保護者アンケートによると９５％が，よく取り組んでいると感じている。保護者が参観する行事で子ど
もたちの姿を見せたり，子どもたちの取り組みを通信等で知らせていっていること等が効果的であると言
える。
（課題）
・児童がより自主的に取り組めるような手立てをとることが課題と考える。そのための時間の確保が必ず
しもうまくできていない。。
（改善策）
・廊下に掲示している委員会からの「お知らせボード」をうまく活用させ，児童会活動への参加意欲を高
める。
・委員会の時間に，議題を考える時間を設ける。
・各委員会の児童をリーダーとしてしっかり育てる。あらゆる場面で活動に見通しを持たせ，活動時間を
確保し，全校の児童に呼びかけるようにする。

教
育
活
動

●小学校低学
年の学習環境
充実

（生活習慣）
・気持ちのよい挨
拶，返事を徹底さ
せる。
・チャイムの合図
を９０％以上守ら
せる。

1年・2
年学級
担任

（学習習慣）
・宿題等を９０％
以上提出させる。
・よい話し方，よ
い聞き方ができる
ようにする。

具体的目標 評価及びその理由

教
育
活
動

・進んで楽しく運
動する習慣を身に
付けさせる。

・特別支援教育対
象児童の共通理解
と支援体制強化

・事故０をめざ
す。

⑤子どもへのまなざし運動と市民性を育む教育を推進する

・人権意識の向上
をめざす

すこやか
な育ち部
（体育主
任，養護
教諭，食
育担当）

●健康・体つ
くり

教
育
活
動

・代表委員会で決
めたことについ
て，一人ひとりが
出番・役割を意識
しながら意欲的に
取り組むことがで
きる。

・こまめに手を洗
う習慣を身につけ
させる。
はやね
・早起き・朝ごは
んの習慣化を図
る。

具体的目標 評価及びその理由



教
育
活
動

○特別活動２
環境教育の充
実（環境ISO)

・環境委員が中心と
なって，各学年の毎週
の取組状況を伝える。
・学校での取組の様子
を地域・家庭に機会あ
るごとに発信する。

すこやか
な育ち部
（特活主
任）

A

・環境委員会が中心となって６月にキックオフ宣言を
した。毎週，各学級で，節約をめあてにした「できた
かなボード」を使って，環境に関する取り組みができ
たかをチェックすることができた。その結果を，放送
で全校に伝え，取り組みへの呼びかけをすることがで
きた。来校審査においても「優良」という評価をいた
だくことができた。
・12月のクリーン作戦については，各学年に呼びか
け，校内美化に全校的に取り組むことができた。
・あさがおやゴーヤの栽培を通してグリーンカーテン
の取り組みの呼びかけをすることができた。
・平和集会の一貫として，「平和の種をまこう」の
テーマの下で，運動場のネット沿いに可憐なコスモス
の種を蒔き，見事に咲かせることができた。地位の
方々からたくさんのお褒めの言葉をいただくことがで
きた。

（成果）
・環境委員会が中心となって６月にキックオフ宣言を行った。４・５月の久保泉小の実態を紹介
したり，「できたかなボード」の記入について説明したりして，全校に呼びかけることができ
た。毎週できたかなボードを各クラスでチェックしてもらい，実施状況を環境委員会が把握し，
放送で結果を報告したり，取り組みの継続を呼びかけたりすることができた。
・全校児童が参加し，活動がうまくできた１２月のクリーン作戦は，環境委員を中心に資源物の
分別を行った。
・グリーンカーテンの呼びかけに応えて，朝顔とゴーヤの種を撒いて，グリーンカーテンに取り
組んだ学級もあり，全校児童への意識づけになった。
（課題）
・環境委員が時々できたかなボードの回収や放送を忘れてしまうことがあった。（委員会ボード
に当番を書いたり，事前に言葉かけをしたりしたら，忘れないようになってきた。しかし，徹底
はできなかった。）
・地域や家庭に向けて，積極的により良い情報を発信する。
（改善策）
・環境委員が自分の仕事に責任持って取り組めるように，係をきちんと分け，仕事内容を徹底さ
せる。また，当番表等を作成し，意識づけをする。
・環境委員会で，できたかなボードの結果や，学校での環境に関する取り組みについて，学期に
１回くらい地域や家庭に情報を発信する。
・校舎の工事により，学級園がなくなり，スペースを活用して花壇や畑の造成を図る。

教
育
活
動

○地域連携
まなざし運動
と市民性を育
む教育の充実

・地域等に頻繁に出向
き，市民性を育む視点
で地域の人・団体・施
設と交流を密にし，考
え方や生き方を学ぶ。
・生活科・総合的な学
習の時間では，まなざ
し運動を展開する地域
の人・団体・施設と年
に２回以上は連携す
る。（久保泉公民館，
桂寿苑などの福祉施
設，地域ボランティア
団体，えひめあやめ保
全会，佐賀野鳥の会，
ＪＡ青年部，長寿会
等）

教頭 A

・全校や学年の活動を通して各種諸団体との連携を密
に行い，地域の人・団体・施設と協力して交流や活動
することができた。その結果，児童の学習や体験活動
がにおいてさらなる深まりを見ることができた。ま
た，学校評価アンケート（保護者）の結果では，１回
目も２回目も「そう思う」「どちらかといえばそう思
う」が９５％を超えていた
・児童のアンケート結果でも「楽しく勉強できた。」
と答えている児童が９５％を超えていた。また，子ど
もたちの参加しての感想や交流の様子（写真や作文
等）からも，具体的目標に沿った意義ある活動を見受
けることができた。

（成果）
・計画的な交流活動として，地域の人や団体，施設とどの学年も連携を図ることができた。１．
２年は幼稚園，保育園との交流会，長寿会との昔遊び，３年は桂寿苑や公民館との交流や地域の
学習，４年は「えひめあやめ保全会」との交流や体験活動，５年はJAや生産組合，特別非常勤
講師との連携等年間を通して計画的に行うことができた。
・「いずみまつり」では，多くの地域の方が参観され，２００名以上の保護者や地域の方が参加
し会を盛り上げていただいた。「歩こう走ろう会」は学校であるが，ＰＴＡの協力の下，地域の
方等とも交流し楽しい活動ができた。公民館との関係も密接になり，協力や連携をしていただい
ているので，地域（久保泉）の特性や良さを子どもたちが実感でき，ふるさとを愛する取組を行
うできた。
（課題）
・地域の人，団体，施設との連携・交流で，思いやり等の豊かな心が育ち，地域の特色を知り関
心も持つことができた。しかし，市民性を育むにためにはどのような活動を仕組むべきか（社会
体験活動）などをおさえた活動を取り組めように目標やねらいをきちんと立て，全職員で共有化
を図って実施する必要がある。また，学校も連携する施設・団体も無理のない交流になるよう心
がけて活動を行う。
（改善策）
・「市民性を育む教育」という視点で生活科や総合的学習の年間計画の見直しを行い，地域等に
出向いての社会体験活動等を積極的に行う。新しい地域連携活動を行う場合は，他の活動をなく
したり，簡素化したりする必要性もある。
・「市民性を育む」とはどういうことか，「市民性を育む」にはどのような活動を仕組むべきか
等，教職員の共通理解を図るための話合いを定期的に行う。

領域 評価項目 評価の観点
（具体的評価項目）

具体的方策 担当 成果と課題

学
校
運
営

○学校経営方
針の周知

本年度の学校
教育目標・経
営ビジョン・
重点目標の周
知徹底

・学校教育目標を校内の
目立つ所に掲示をし，意
識の高揚に努めさせる。
・児童には，全校朝会で
の校長先生の話や学級担
任の話等で機会あるごと
に知らせる。
・保護者には，学校パン
フレット，学校便り，
ホームページ，ＰＴＡ総
会，学校評価アンケー
ト，学校評価ダイジェス
ト版等で周知する。
・教職員には，職員会議
や三部会等での活動を通
して共通理解を図る。
・学校評議員の方へは，
評議員会，学校便り，学
校関係者評価のための資
料提供等で周知する。
・地域の方々には，学校
便りやホームページ等で
周知する。

校長・
教頭

A

・学校の行事やイベント等機会ある毎にPTA
総会や学級懇談会，学校便り，ホームページ等
で周知し，内容を説明した。その結果，学校が
教育方針を伝える努力をしていると思っている
保護者は，９０％以上であった。児童のアン
ケートはでは，２回とも「３つのあ」（あいさ
つ・あんぜん・ありがとう）の周知率がほとん
ど１００％であった。また，「学校便り」や
ホームページなど，適宜に保護者や地域の方へ
発信できており，学校の経営方針や重点目標は
周知できていると考える。学校としての説明責
任をしっかりと果たすことができている。

（成果）
・具体的方策で計画していたこととして，学校パンフレット，学校便り，ホームページ，ＰＴＡ
総会，学校評価アンケートの配布など，計画的に実施することができた。その結果，保護者や学
校評議員等にも「学校の経営方針・重点目標」などの周知徹底を図ることができた。
（課題）
・学校便りや，ホームページ等，色々な方法で，学校の「経営方針・重点目標」を保護者や児
童，地域に伝え，周知を図っているが，まだまだ，改善する余地があると考える。保護者や地域
の方から見ていただける，聞いていただけるように情報発信の内容や方法に工夫が必要である。
（改善策）
・地域等に「開かれた信頼される学校」を目指して，取組を行う必要がある。保護者や児童，地
域が学校目標に関心を持ち，足を運んでいただき，目標周知率がさらに高まるようにしたい。ま
た，保護者や地域の方，学校評議員の方が気軽に学校へ来校して参観したり，意見を提言できた
りするような雰囲気を醸成する。

●は共通評価項目，○は独自評価項目

・保護者，児童，
教職員，学校評議
員，地域の方々に
周知徹底し，認知
度９５％以上をめ
ざす。

⑥本年度の重点目標に含まれない共通評価項目

７　　来年度の改善策

・雄飛学園教育の一貫としての自主的学校実践として，プロジェクトの機能を生かした月に１回の「３部会」を計画的に行い，本年度の課題を改善して成果を更にあげる。「ＰＤＣＡ」のサイクルとして，教職員の意見やアイディアを取り上げて主体的に取り組ませたりする
ことが必要である。また，地域等への「開かれた学校作り」を目指し，保護者や地域の方の意見や思いを取り入れるために「アンケート」（学校関係者評価等）や「フリー参観日」の感想や意見を全職員で吸い上げ，共通理解を図って共有化を行う。
　また，本年度に「Ｂ」と評価した項目については下記のような改善策（取り組み）を行う。
①学習に見通しを持たせる上での学習習慣の定着と学力向上については，「学んだこと」「考えたこと」を確かに振り返ることのできるノート作りを徹底させる。下位児童の基礎学力向上のためのスキルを毎日の学習に取り入れる。
②「児童会活動の充実」のため，児童がより自主的に取り組むように議題箱の活用を全校に呼びかける。また，一人一役の出番を持たせ，頑張った事を誉めて承認して自信を持たせる。
③特別支援教育の充実」のため，「発達障害」や「特別の支援を要する児童」の障害理解のため，巡回相談員や専門家を招いての講話や事例研究会を実施する。
④基本的な生活習慣の確立について，本年度も家庭での習慣化はアンケート等の結果からみると十分でない。家庭との連携や啓発を図る必要がある。手を洗う必要性等について，機会あるごとに保護者へ啓発していきたい。また，「まなざしカード」や「雄飛学園メソッド」
も効果的に活用する。
⑤「まなざしカード」や「雄飛学園メソッド」も活用しての「学習習慣の育成」については，学級便り等を通して，さらに強く家庭に協力をお願いする。よい話の聞き方が身につくように，引き続き繰り返し指導を行う。
⑥環境教育の充実については，日々の学校生活の中で意識するように学級担任等で指導し意識化を図る。また，全校的な花植え等の環境教育の実践に関する効果的な学習や体験活動を実施する。
⑦地域と学校との連携を図るために，頻繁に地域等に出向き，学校の意向等を伝える。また，学校の課題を探り解決していく上でも，地域の現状をつかみ，地域の問題等を学校でも共有できるよう働きかけていく。

・本年度は「学校教育目標の周知徹底」，「読書活動の充実」，「ＩＣＴ利活用教育の推進」，「事故０の達成」「人権教育の充実」，「まなざし運動と市民性を育む教育の充実」等において，十分な成果をあげることができた。しかし，すべての児童や保護者の意識や行動
を確実に改善するまでには至っていない。また，「学習習慣と学力の定着」（学力向上１）や「児童会活動の充実」等，３部会で話合いを行い，新たな取り組みとしての改善策を練っていく必要がある。
・学校評価検討委員会で，学校評価として取り組むべき意義のある評価項目であるか論議した。三部会や分掌事務担当者が毎学期の振り返り（成果や課題）を報告したため，教職員全体への周知徹底や共有化ができた。また，評価項目についての総括を行い，その都度，改善
や修正を行って取り組みを行うことができた。
・保護者や児童のアンケートについては必ず全体で協議し，修正や改善を図った。併せて評価の妥当性を高めることができた。

６　　総合評価

・９０％以上の子
どもが環境を守る
行動をすることが
できる。

・地域のまなざし
運動と連携し，市
民性を育む教育
（総合的な学習を
中心）を充実する
ことによって，市
民の一員としての
意識の向上をめざ
す。

具体的目標 評価及びその理由


